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青白磁グラデーションの交差と反転2
久保田厚子
はじめに 先ず背景パターンをすべてコーテ ィ ング し、残された
光 り を反射しながら深く浅く変化する透明な水を、青 前景パタ ーンに段階的グラデーシヨンを削 り 出す。 その
白磁に紬薬で表現することが研究の出発である。 様々
な表現を試みる中で、 青白磁のグラデーションが交差
し 、 反転するデザインに至った。 巻末資料図 1 . から資
料図 7 はその過程である。 この手法は実験段階である
が、 類例のない新しい造形である事は確かである。
前回の論文「青白磁グラデーショ ンの交差と反転」の
その 2 として、異なった展開方法のパタ ーン を作成した。
今後の作品制作に応用できる普遍的な方式を明らかにす
るための研究としたい。
1 研究の考え方
市IJ作条件をつぎのように設定した。
1 ） 基本文様は幾何学図形であること。
2 ） 図形展開の方向性が複数あること 。
3 ） 図形は前景パターンと反転するための背景パターン
に日IJ れること 。
4 ） グラデーシヨンは 5段階を設定すること 。
5 ） 前景ノ T タ ンは輪郭線を持つこと 。
2. 輪郭線
1 ）従前の青白磁グラデーション
広辞苑によると「グラデーションは、 美術・ 写真用語
において、ぼかし。 濃淡。 ｜法制。 濃淡の段階的変化。」
と 述べられている 。 今までの青白般における幾何学グラ
デーショ ンは、 接する面と面の濃淡の差から境界を線と
して視覚的に認知するものである。
2 ） 輪郭線がある青白磁グラデーシヨン
グラデー ションが交差、反転すると 、 必ずどこかで同
一波度の面が隣 り 合うことになる 。 するとパターンが結
合し、パタ ーンデザインが消失してしまう 。 グラデーシ ヨ
ンが交差、反転するにはパターンは単なる色面でなく 11輪
郭線を持たなくてはならない。 さらに前景にあるパター
ン群とその背景となるパタ ー ン群との間に距離感があ り 、
税Jt上、 前景パターンと背景パターンが別れて見え る こ
とが不司欠である 。
3 ）輪郭線の形成
パターンデザインを市松模様のようにオンオフ二通 り
に分解し 、 半分づっサンドブラスターで磁器素焼き表面
をコーテイ ングしながら i\j[j り出す方法を発見した。
・KUBOTA Atsuko 造形デザイン学卒｜
後、背景パタ ー ンのコ ーテ イ ングを取り除き 、削 り終わっ
た前景パターンすべてにコーテ イングする 。
背景パタ ーンに段階的グラデーションを削り出してか
ら前景パターンのコーティングを除く と、境界線がエ ッ
ジとして残る 。
細い工ツ ジと して突出した輪郭線は粕薬を掛けて焼成
すると白く細い線になる。 輪車｜；線を持つことは、同じ階
調のパタ ーンが接した時にも、パターンデザインが消失
せず造形表現の可能性が新たに生まれたと言える。
3 パタ ーンデザイ ン
ISi l 背景ノ f タ ン
図 2 前景パターン
1 ）図 l 背景パターン
単純な斜め格子を四方連続文様として背景パターンに
設定した。
2 ） 図 2 前景パターン
奈｜め格子の背景パターンの交点に垂直、水平に重なる
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格子が、 図 2 の前景パターンである。
3 ） パターンの合成
図 1 背景パターンと図 2 . 前景パターンを重ねると図
3 基本図形になる 。 しかしこのままでは前景パターン
と背景パターンが一体化し同一平面に並列して繋がって
しまう。前景グラデーションと背景グラデーションがそ
れぞれ別に展開し、交差反転するには、前景と背景が離
れて見えなくてはならない。 図 3 基本図形のままでは
視覚的にグラデーションが交差と反転出来ない。
そこで、図 4 背景＋前景では、背景パターンはその
ままで、 前景パターンは格子ではなく正方形とした。 そ
れぞれの正方形は背景の格子の寸法よりわずかに縮小さ
せ、 正方形の 4 つの角は背景の格子に接触しない。正方
形の角と角の隙聞を背景パターンの格子が通る。 一見し
て正方形の連なりと後ろの斜め格子が別々に感じられる
事が大切である 。
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図3 基本図形
図 4 1背景＋前景
4 . 前景クラデーショ ン
図 4 背景＋前景における正方形の前景パターンだけ
を抽出し、 5段階のグラデーションを展開すると、図 5 、
図 6 、図 7 の 3 通りが可能である 。 図 5 と図 6 は角度
が変化したのみで同ーと見なすことができるができる。
前景パターンには輪郭線を与えて背景の前に浮き上
がって展開して見えるようにする。
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5 背景グラデーシ ョ ン
背景パタ ーンは面の濃淡のみで輪郭線を持たない従前
の幾何学青白磁パターンとする。そのことでより後退し
て前景パタ ーンの背景として見える 。
図 8 背景グラデーション縦はタイル状の斜め格子の
背長ノTター ンに、縦方向に 5段階グラデー ションを配し
たものである。 横方向に 5段階グラデーシヨンを与える
と図 9 背景グラデーシヨン横となる。 図 8 と図 9 . は
角度の違いだけで実際は同じパターンであるが、前景グ
ラデーションと重なる と違いが現れる 。
図 5 図 9 . ＋図 6 図 9 ＋凶 7
グラデー ションの横と縦は背景グラデーションにおい
ても 、 前景グラデーションにおいても、 90。 回転した同
じものである 。 図 8 ＋図 5 は図 9 ＋図 6. と、また図
8 . ＋図 6 . は図 9 ＋図 5 と同じである。 このような重
複を排除すると以下の4種の組み合わせになる 。
図 8 . ＋図 5 図 8 . ＋図 6 図 8 ＋図 7. 図
9 ＋ 図 7
1 ）背景縦と前景横
図 10. と図 11 は同じ図 8 背景グラデー シヨン縦に、
図 5. 前景グラ デーション縦を重ねてできた効果である 。
しかし 1 行重なりがずれると異なる視覚効果が現れて く
る 。 図 10 はパタ ー ンとして成立するが、図 11. は背訟と
前景が同じ濃度で帯状に重なり輪郭線があっても難解で
ある 。
その］
6. グラデーションの合成
2 つの背景グラデーションと 3つの前景グラデー ショ
ンを合成すると 、以下の 6種のパターンが想定出来る。 図 1 1. 背長縦と前景般の合成その 2
図 8. ＋図 5 図 8 . ＋図 6 図 8 ＋図 7 図 9.+
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図 12. 背景縦と前景縦の合成 その l
図 13. 背景縦と前景縦の合成 その 2
2 ）背景縦と前景横
背景の縦グラデーションに、同じ縦夕、ラデーションの
前景を重ねると図 12. と図 13. の二つが可能で、ある 。
図 12. では背景の一番明るい縦列に、前景の一番暗い
縦列が重な っ ている 。 図 13. は背景の一番明るい縦列に
は前景の中間の階調の縦列が乗っている 。 この二つ以外
の組み合わせて、はパターンは成立しない。
3 ）背景検と前景斜め
図 10. から図 13. までの 4 つが縦と横の背景、前景の
組み合わせすべてである。 斜めの前景を縦の背景に重ね
てできるのは図 14. である 。 斜めの前景では縦や績の場
合と違って、重ね始めの行を変えてもグラデーションパ
ターンは図 14. と全く同じであった。
4 ）背景縦と前景奈｜め
図 15. は背景縦に斜めの前景を重ねた。 図 14. とは
少し違った印象を受けるが、巨l転させて比較すると図
・青白MJ. グラデー シ ョンの交差と反転 2 久保EEi厚子
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図 14. 背景織と前景斜めの合成
図 15. 背景縦と前長斜めの合成
14. の右上がり前景が右下がりに変わっただけと分かる。
7 まとめ
申告事附泉を J寺つパターンカ｛＊命事I＼線を f寺たないパターンの
前景となって 、 空間的に離れてグラデーションが交差し
反転して行 く 実験を行った。 完成した 6 つのデザインか
ら図 14. を選んで制作した。 図 14. のデザインを素焼き
大皿にサン ドブラスターで彫りあげ、青白磁紬を掛けて
焼成し 、 第 53 回日本伝統工芸展に出品 した。 カラー資
料図 7 である。 下回デザインから青白磁大皿に仕上げ
るまでに半年以上を費やし、成功 したのは 1 点だけで
あった。
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